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黒
潮
町
職
員
地
域
担
当
制
が
始
ま
り
ま
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
地
域
づ
く
り
を
、み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
し
ょ
う
！

黒
潮
町
総
合
振
興
計
画
策
定
に
係
る

意
向
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

ヒ
ア
リ
ン
グ
（
聞
き
取
り
調
査
）

を
行
っ
て
い
ま
す

　
六
月
か
ら
、
黒
潮
町
職
員
地
域

担
当
制
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

町
内
全
て
の
地
区
（
全
五
十
九
地

区
）
に
、
三
人
か
ら
五
人
の
班
員

で
全
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
地
域
の
中
に
直
接
職
員
が
入
り
、

自
分
た
ち
の
持
つ
情
報
を
提
供
し

な
が
ら
、
区
長
を
中
心
に
み
な
さ

ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
い
っ
し
ょ
に
地
域
づ
く
り
を

考
え
、
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

○
地
域
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
行
う
こ
と

・
地
域
（
集
落
）
活
動
へ
の
参
加

や
交
流
の
促
進

・
情
報
の
収
集
や
提
供
、
地
域
と

行
政
と
の
連
絡
調
整

・
地
域
課
題
の
発
掘

・
地
域
（
集
落
）
づ
く
り
計
画
策

定
へ
の
支
援

・
そ
の
他
地
域
（
集
落
）
づ
く
り

に
必
要
な
事
項

×
職
務
の
対
象
と
な
ら
な
い
四
つ

の
事
項

・
地
域
内
の
冠
婚
葬
祭
の
手
伝
い

・
自
治
会
事
務
局
や
会
計
な
ど
の

庶
務

・
個
人
的
な
要
望
、
苦
情
な
ど
の

処
理

・
出
役
な
ど
直
接
的
労
働
力
の
提
供

　
黒
潮
町
で
は
、
町
全
体
の
目
標

と
な
る
黒
潮
町
総
合
振
興
計
画
を
、

町
民
と
行
政
の
協
働
で
策
定
す
る

た
め
、
町
内
で
十
八
歳
以
上
の
方

（
対
象
者
千
人
）、
佐
賀
・
大
方
中

学
校
三
年
、
大
方
高
校
全
学
年
の

生
徒
を
対
象
と
し
て
「
黒
潮
町
総

合
振
興
計
画
策
定
に
係
る
意
向
調

査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
意
向
調
査
は
、
町
内
で
の
生
活

や
生
活
環
境
・
町
政
や
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
選
択
・
記
入
式
で
二

十
項
目
を
回
答
す
る
内
容
で
対
象

者
の
方
へ
は
、
六
月
中
に
地
域
担

当
職
員
が
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
記
入
、
返
送
ま
た
は
持

ち
込
み
し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
調
査
票
の
提
出
は
、
七
月
二
十

四
日
（
火
）
ま
で
で
す
。
提
出
方

法
は
、
同
封
の
返
送
用
封
筒
で
返

送
、
役
場
へ
の
持
ち
込
み
、
期
限

ま
で
に
地
域
担
当
職
員
が
回
収
に

伺
い
ま
す
の
で
、
預
け
て
い
た
だ

く
方
法
の
い
ず
れ
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

　
一
人
ひ
と
り
の
回
答
が
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
る
大
切

な
資
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
方
の
提
出
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
意
向
調
査
と
あ
わ
せ
て
、
住
ん

で
い
る
地
域
（
集
落
）
の
こ
と
に

つ
い
て
、
地
域
担
当
職
員
が
各
地

域
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
聞
き
取
り
調

査
）
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　
住
ん
で
い
る
地
域
で
の
生
活
の

状
況
や
地
域
の
中
に
埋
ま
っ
て
い

　
黒
潮
町
で
は
、
職
員
の
地
域
担
当
制
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
職
員
地
域
担
当
制
」
と
は
、全
職
員
を
町
内
五
十
九
の
集
落

に
割
り
当
て
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
け
持
ち
地
区
で
区
長
さ
ん
は

じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
と
接
し
、
地
区
の
将
来
が
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
ま
た
ど
う
し
た
ら
地
区
の
自
治
機
能
が
持
続
で
き
る
か
と

い
っ
た
こ
と
を
、
共
に
考
え
て
い
た
だ
き
、「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
」
と
い
う
意
識
を
育
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
　

　
そ
し
て
、
職
員
に
は
そ
の
よ
う
な
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
皆
さ
ん
が
、ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
ど
の
よ
う

な
生
活
を
し
、
何
を
願
っ
て
い
る
の
か
な
ど
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、「
意
識
改
革
」
に
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
若
者
の
流
出
に
よ
っ
て
、
特
に
中
山
間
の
集

落
な
ど
で
は
過
疎
化
が
進
行
し
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
比
率

が
５０
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
、
い
わ
ゆ
る
「
限
界
集
落
」
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
の
財
政
事
情
も
ま
す
ま
す

厳
し
さ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、い
く
ら
か
余
裕
の
あ
る
う
ち
に
、

行
政
と
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
真
の
意
味
で

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
、
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

黒
潮
町
長 

下
村
　
正
直

黒
潮
町
職
員
地
域
担
当
制
の

　
　
　
　
　
開
始
に
あ
た
っ
て

黒
潮
町
職
員
地
域
担
当
制
の

　
　
　
　
　
開
始
に
あ
た
っ
て

黒
潮
町
職
員
地
域
担
当
制
の

　
　
　
　
　
開
始
に
あ
た
っ
て
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る
魅
力
、
町
政
に
つ
い
て
み
な
さ

ん
が
感
じ
る
こ
と
や
意
見
や
提
案

な
ど
を
聞
き
取
り
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
「
黒
潮
町
総
合
振
興
計
画
」
策

定
の
た
め
、
町
政
に
関
す
る
ご
意

見
や
ご
要
望
、
ご
提
案
な
ど
を
町

内
に
限
ら
ず
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

募
集
し
、
計
画
づ
く
り
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

募
集
内
容

　
次
の
町
政
に
関
す
る
テ
ー
マ
の

中
で
意
見
や
要
望
、
提
案
な
ど

１
、
教
育
・
文
化
に
関
す
る
こ
と

２
、
生
活
環
境
に
関
す
る
こ
と

３
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
に
関
す

る
こ
と

４
、
産
業
振
興
に
関
す
る
こ
と

５
、
そ
の
他

＊
募
集
の
締
切
り
は
十
月
三
十
一

日（
水
）
必
着
で
す
。

＊
ご
意
見
・
ご
要
望
・
ご
提
案
を

提
出
の
際
の
あ
な
た
の
住
所
や

氏
名
の
記
入
は
任
意
で
す
。
匿

名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

＊
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
黒
潮
町

総
合
振
興
計
画
以
外
の
目
的
に

は
使
用
し
ま
せ
ん
。

提
出
方
法

・
郵
送
の
場
合

　
本
庁
総
務
課 

企
画
振
興
係

　
〒
７
８
９
―
１
９
９
２

　
黒
潮
町
入
野
２
０
１
９
―
１

・
持
ち
込
み
の
場
合

本
庁
総
務
課 

企
画
振
興
係
（
大

方
庁
舎
内
）
ま
た
は
佐
賀
総
合

支
所
総
務
課 

総
務
係（
佐
賀
庁

舎
内
）

・
メ
ー
ル
の
場
合

　som
u@

tow
n.kuroshio.lg.jp

※
黒
潮
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
も
「
黒
潮
町
総
合
振
興
計
画

に
つ
い
て
の
ご
意
見
募
集
」
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　http://w
w

w
.tow

n.kuroshio.lg.jp

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

あ
な
た
の
ご
意
見
・
ご
要
望
・

ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

黒潮町職員地域担当　各地区配置一覧
地　区　名 担　当　職　員
鈴 吉門賢一・村越淳・福永晶子
市野瀬 山下美枝子・畠中哲司・武政妙
佐賀橘川 野坂幹生・松岡由希子・山崎恵美子
拳ノ川・拳ノ川団地 武政登・宮地美・中川めぐみ・川西菊美
荷稲 村越豊年・今西みさ子・谷純大
川奥 浜田啓・西村康浩・藤本英
小黒ノ川 石川八代威・宮川智明・森義胤
中ノ川 森下昌三・吉本雅彦・福岡和加
不破原 松本輝雄・秋森弘伸・澳本早紀
市野々川・市野々川団地 尾崎憲二・都築久延・酒井真哉
伊與喜 松田和年・下元美穂・今城亮・渡辺紀美子
熊井 野村良彦・門田政史・宮地洋
藤縄 宮地昭雄・坂口郁代・谷千恵子・柿本一成
熊野浦 植田壮・米津純隆・文野三知代
上分 野並誠路・河内恵美・山沖慎吾・江口千寿
坂折 宮川茂俊・吉門佐紀・畝崎優子・河野佐代
馬地 松本敏郎・浜田美早・谷茜
下分 今西文明・藤本浩之・柿内靖・石井一代
町分 武政芳香・高島くるみ・山闢裕也・福本知代
大和田 千谷和人・小橋智恵美・武政志保・北尾美穂
浜町 松本幸子・土居雄人・宮上昌人・松田佳奈子・野並志緒
明神 山本勝也・山沖安子・東智美・佐野久美
会所 森田貞男・藤本須賀・森百香・広川千恵
横浜 今西志保・松田春喜・松井正明・豊永恵・金子祥子
白濱 宗崎小代・岡本浩・金子仁美
灘 植田美智子・塚地直人・吉本栄子
伊田浦 藤本岩義・宮川由紀子・武政早智子・神野久枝・畠中陽子
伊田郷 坂本勝・徳広誠司・藤本心・野並香代
有井川 谷口明男・大西貴史・清藤千砂・松岡あさみ
上川口浦 松田博和・小橋賢二・伊賀未来・桜木玲子

地　区　名 担　当　職　員
上川口郷 酒井益利・友永公生・吉門くるみ・松本加恵
王迎 宮川由記・川村雅志・二宮美幸
王無 浜田久美子・松本広一・奥谷佐恵
蜷川 中島一郎・河村美智子・森美幸・矢野恵美子・永野由美
浮津 米津芳喜・今西和彦・大塚智絵里・宮川志津香
鞭 金子富太・岡崎裕至・柿内愛・宮川春恵・田辺真実
口湊川 矢野健康・渡辺健心・森田愛
奥湊川 山崎正男・小谷秀樹・稲田くみ・坂元多加
小川 浜田正司・大崎美砂・岡崎ひとみ
田村 山本美栄・渡辺りか・宮地伸弥・浜田素子
加持本村 曽根省子・森近正道・明神みや
本谷 弘田一男・国友広和・伊尾木祥子
大屋式 野並純・河村孝宏・明神妙子
大井川 斉藤長久・矢野清次・二宮美和
早咲 吉尾こずえ・村越多代・和田祐樹・宮川由美・西内美砂
浜の宮 田中由寿美・村越志麻・都築義仁・植田節美
町 倉橋正・佐田由紀恵・渡辺大和
万行 川村一秋・宮地丈夫・浜岡えつこ・桑原富美・深木俊行
入野本村 西村美代・佐田幸・井上裕・渡辺利恵・倉橋直美
錦野 小橋和彦・荒尾友子・松田大助・松下貴代・橋田玲子
芝 大塚一福・森綾・竹本真理・山本奈夕美
馬荷 松田二・宮地敏行・秋田真・浜岡幸子
大方橘川 山下岩吾・伊与木秀人・宮地知佐
御坊畑 浜田仁司・森田美永子・門脇由起
上田の口 田中稲子・野村敬子・國見和志・弘田田鶴
緑野 松下敏喜・野村章子・野村晃稚・矢野香澄
下田の口 畦地和也・青木浩明・沢原浩二・西村真知・徳広美希
田野浦 徳広幸雄・小松かよ・周治正崇・野村朝子・須本光恵
出口 金子貴博・古津利幸・浜口無双・明神美寿・山本香織


